


























〔要約〕小児の肥満、高脂血症などは成長に伴う自然の変動を示すが、長期的なトラッキ

ング現象がみられ、動脈硬化の危険因子として重要である。しかも、中等度以上の肥満で

は小児期にすでに脂肪肝、その他の健康障害がみられる。それらの危険因子は生活習慣、

家族的背景と関連が深いもので、介入によってその予防・軽減が可能である。介入法とし

て異常者に対する個別介入と共に、全員に対する集団介入が重要である。学校での健康教

育や学校保健だより、PTA 活動などによる啓蒙活動などである。


